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静岡地学 80号 (1999)

自評

富士の自然を愛する会 f富士高麓の自然アjレパム一地質@地形編-J

1998年 11丹、富士の自然を愛する会刊、 43p、本体郵送料込 2000円

富士山は日本でもっとも親しまれている山と言ってよいが、その自然を一般市民に向けてきちんと

解説した本は驚くほど少ない。最近本会員によって相次いで書かれた次の障害は貴重である O

「富士南麓の自然アルバム一地質 e 地形編-Jは、篠ケ瀬卓二会員が、志を同じくする仲間と共に

まとめた富士山南麓の地形地質観察ガイドである o 1ページ毎に一つの観察項目が解説され、観察対

象の美しいカラ

士山の山頂火…、

@湧水地、

と、 2.5万分の l地形図上の観察地点、の位置が添えられている O

、富士山腹や山麓各地に分布する溶岩トンネノレ@溶岩樹型 eポットホール@

山の侵食地形や岩脈などである O は入手不可であり、 は篠

(TEL: 0545-34-0781、Eメール:takuji.s@thn.ne.jp) ま

されたどの観察対象も地学的に貴重なものばかりであるが、

してほしい。
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却っ したと思う O 小山
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